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報
告
三

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
お
け
る
政
策
実
施
組
織
と
対
象
と
の
相
互
作
用 

―
―
東
京
特
別
区
の
飲
食
店
対
策
を
事
例
と
し
て
―
―

三
田
妃
路
佳

1
．
は
じ
め
に）1
（

　

本
稿
は
、
政
策
実
施
の
観
点
か
ら
、
実
施
組
織
と
政
策
対
象

と
の
相
互
作
用
に
焦
点
を
あ
て
、
行
政
に
よ
る
飲
食
店
へ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
実
施
方
法
の
比
較
を
通
じ
て
、
政

策
実
施
の
結
果
を
左
右
す
る
要
素
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大

に
よ
り
、
今
日
（
二
〇
二
二
年
七
月
現
在
）
ま
で
、
四
度
の
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
東
京
で
は
三
回
の
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
取
ら
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
飲
食
店
等
に
は
時
短
営
業

や
休
業
要
請
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
要
請
を
受
け
入
れ
、
店

を
閉
め
れ
ば
、
飲
食
店
に
は
収
入
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。
飲

食
店
に
と
っ
て
は
、
容
易
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
要
請
で
あ
る

が
、
行
政
側
に
と
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
コ
ロ

ナ
）
対
策
と
し
て
必
要
な
措
置
で
あ
る
た
め
、
政
策
の
対
象
と

実
施
側
と
の
間
で
せ
め
ぎ
合
い
が
あ
っ
た
。
特
に
東
京
都
で
は

知
事
に
よ
る
夜
の
街
発
言
も
あ
り
、
接
待
系
の
飲
食
店
に
コ
ロ

ナ
対
応
へ
の
注
目
が
集
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

自
治
体
は
、
飲
食
店
の
存
続
に
も
関
わ
る
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の

納
得
や
協
力
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
飲
食
店
か
ら
得
て
、
政
策

に
有
効
性
を
持
た
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
京
都
内
と
い
う
同
じ

制
度
的
条
件
に
あ
っ
て
も
区
に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
対
策
は
異
な
っ

て
い
た
。
何
が
対
策
の
相
違
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
東
京
特
別
区
に
お
け
る
飲
食
店
へ
の
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コ
ロ
ナ
対
策
を
事
例
と
し
て
、
政
策
実
施
の
有
効
性
を
高
め
る

方
策
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

慶
應
法
学
会
で
の
共
通
論
題
で
あ
る
コ
ロ
ナ
と
大
学
に
対
し

て
は
、
本
研
究
の
政
策
実
施
の
有
効
性
と
い
う
視
点
が
、
大
学

の
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
連
す
る
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
は
落
ち
着
い

て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
広
が
り
始
め
た
こ
ろ
、

大
学
は
休
講
と
な
り
、
様
々
な
行
動
制
限
や
施
設
利
用
料
の
納

付
な
ど
へ
の
、
学
生
か
ら
の
何
ら
か
の
不
満
に
大
学
は
直
面
し

た
。
学
生
が
よ
り
納
得
で
き
る
形
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

示
唆
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

2
．
先
行
研
究
と
本
稿
の
位
置
づ
け

2
―
1�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
政
治
学
・
行
政

学
の
研
究
動
向

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
で
拡
大
し
始
め
て
か
ら
今
日

ま
で
の
既
存
の
研
究
を
概
観
し
、
本
研
究
と
の
相
違
を
述
べ
る
。

二
〇
二
〇
年
に
日
本
で
コ
ロ
ナ
が
拡
大
し
て
か
ら
日
が
浅
い
た

め
か
、
政
治
学
の
分
野
で
著
書
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
あ
ま
り

な
い
。
著
書
と
し
て
は
、
金
井
（
二
〇
二
一
）
が
あ
り
、
政
府

に
よ
る
コ
ロ
ナ
対
策
を
コ
ロ
ナ
対
策
禍
と
し
、
政
府
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
課
題
を
示
し
て
い
る）2
（

。

　

学
会
で
の
報
告
は
、
二
〇
二
一
年
度
か
ら
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
二
〇
二
一
年
度
と
二
〇
二
二
年
度
の
日
本
行
政
学
会
、
日

本
公
共
政
策
学
会
、
二
〇
二
一
年
度
日
本
政
治
学
会
で
の
コ
ロ

ナ
関
係
の
報
告
は
以
下
の
よ
う
な
報
告
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一

に
、
自
治
体
の
コ
ロ
ナ
対
応
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
課
題
な
ど
を

示
し
た
も
の
で
あ
る）3
（

。
第
二
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
医

療
体
制
の
課
題
を
述
べ
た
報
告
で
あ
る
。
第
三
に
、
コ
ロ
ナ
禍

を
受
け
て
改
め
て
行
政
や
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
を
示

し
た
報
告
で
あ
る
。
日
本
と
他
国
の
状
況
を
比
較
し
た
も
の
も

み
ら
れ
る
。
第
四
に
、
コ
ロ
ナ
後
の
意
識
変
容
で
あ
り
、
コ
ロ

ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
受
け
て
、
日
本
人
の
自
他
の
自
由
を
重

ん
じ
る
価
値
観
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
日
本
人
の

持
つ
将
来
や
統
治
へ
の
不
安
は
ど
う
な
っ
た
の
か
な
ど
の
報
告

で
あ
る
。
第
五
に
コ
ロ
ナ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ケ
ア
問
題
を
扱
っ
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
従
来
か
ら
存

在
し
て
き
た
女
性
へ
の
Ｄ
Ｖ
や
ケ
ア
責
任
や
押
し
付
け
と
い
う

課
題
が
よ
り
顕
在
化
し
た
こ
と
な
ど
の
報
告
で
あ
る
。
第
六
に

コ
ロ
ナ
対
策
の
国
際
比
較
、
第
七
に
官
邸
の
役
割
と
い
っ
た
も

の
で
あ
っ
た）4
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
稿
は
、
地
方
自
治
体
と
政
策
対
象
と
の
、

言
い
換
え
る
と
飲
食
店
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
た
コ
ロ
ナ
予
防
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対
策
実
施
を
研
究
す
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
わ
る
保
健
医
療

行
政
で
は
な
く
、
感
染
予
防
の
側
面
に
着
目
す
る
。

2
―
2
　
政
策
実
施
研
究
と
本
稿
の
位
置
づ
け

　

政
策
実
施
の
研
究
は
、
政
策
の
失
敗
の
原
因
を
追
究
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
政
策
実
施
研
究
の
端
緒
と
し
て

Pressm
an and W

idavsky
（1973

）
が
あ
る
。
連
邦
政
府
の

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
ぜ
失
敗
し
た
か
を
問
う
て
お
り
、
政

策
実
施
時
の
技
術
的
困
難
の
蓄
積
、
多
数
の
決
定
点
で
参
加
者

の
協
力
を
得
る
こ
と
の
困
難
さ
な
ど
か
ら
、
政
策
が
決
定
者
の

意
図
し
た
通
り
に
実
施
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
系
譜

は
、
政
策
実
施
研
究
の
な
か
で
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

と
さ
れ
る
。
中
央
政
府
の
決
定
を
下
位
の
政
府
が
実
施
す
る
過

程
を
扱
う
こ
と
、
政
策
決
定
者
と
実
施
者
と
を
理
論
上
区
別
し

て
実
施
活
動
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
か
ら
で
あ
る）5
（

。
ト
ッ
プ
は
、

政
策
を
決
定
す
る
中
央
政
府
や
議
会
と
み
る
。
こ
れ
に
対
し
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

で
は
実
施
の
現
場
（
ボ
ト
ム
）
で
実
質
的
な
政
策
決
定
が
な
さ

れ
て
い
る
実
態
を
捉
え
き
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
た
。
各
施
策

に
は
独
自
の
論
理
が
あ
り
、
各
組
織
が
追
求
す
る
独
自
の
行
動

原
理
が
あ
り
、
実
施
構
造
が
独
自
の
原
理
を
も
っ
て
施
策
を
組

み
替
え
る
点
を
も
っ
て
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
し
た）6
（

。
特
に
、
意
図

的
に
政
策
の
内
容
が
曖
昧
に
さ
れ
た
場
合
や
、
妥
協
の
結
果
成

立
し
た
政
策
の
よ
う
に
政
策
目
的
が
複
数
あ
っ
て
相
違
に
矛
盾

す
る
場
合
な
ど
に
は
、
政
策
の
実
施
者
は
そ
れ
を
自
分
な
り
に

解
釈
し
、
現
場
で
利
害
関
係
者
間
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
実
施

活
動
を
行
う
こ
と
も
あ
る）7
（

。

　

日
本
で
の
研
究
政
策
実
施
研
究
の
草
分
け
は
、
森
田
（
一
九

八
八
）
で
あ
る）8
（

。
森
田
は
、
地
方
運
輸
局
に
よ
る
事
業
者
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
や
事
業
者
と
の
相
互
作
用
に
着
目
し
、
第
一
線
の

行
政
職
員
に
よ
る
実
施
活
動
を
考
察
し
た
と
い
う
点
で
は
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
的
研
究
手
法
で
あ
る
。
他
方
で
、
政
策
の
構
造
が
実

施
活
動
を
枠
付
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
論
転
換
は
、
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
的
と
も
い
え
る
。
そ
の
後
、
日
本
に
お
い
て
、
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
、
ま
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か
ら
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
研
究
対
象
と
な
る
事
例
は
、
医
療
・
福
祉
、
公
害
、
景
観
、

教
育
、
住
宅
が
み
ら
れ
る
。

　

本
稿
の
場
合
、
政
策
の
実
施
対
象
は
飲
食
店
と
な
る
。
コ
ロ

ナ
の
感
染
対
策
で
あ
る
た
め
、
消
毒
や
換
気
と
い
う
点
で
は
、

飲
食
店
の
衛
生
管
理
に
関
す
る
研
究
と
な
り
、
そ
の
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
促
す
か
が
中
心
と
な
る
。
た
だ
し
、
営
業
時
間

を
制
限
し
、
協
力
店
に
は
給
付
金
を
支
給
す
る
と
い
う
点
は
、
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衛
生
管
理
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
側
面
も
あ
る
。
ま
た
、
上
記
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
か
で
あ
れ
ば
、
国
の
法
律

の
規
定
に
沿
っ
た
な
か
で
の
政
策
実
施
の
現
場
に
よ
る
取
り
組

み
で
あ
る
た
め
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
研
究
に
も
な
り
得
る
が
、
い

か
に
現
場
が
工
夫
を
し
、
有
効
性
を
高
め
て
い
る
か
と
い
う
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
側
面
に
よ
り
焦
点
を
当
て
る
。
本
稿
の
特
徴

は
、
国
か
ら
の
同
一
の
法
律
、
東
京
都
か
ら
の
同
じ
方
針
下
で
、

言
い
換
え
る
と
同
じ
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
状
況
に
お
い
て
、
東
京

特
別
区
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
相
違
を
も
た
ら
す
要
素
を
抽
出
す

る
こ
と
で
あ
る
。

3　

本
稿
に
お
け
る
分
析
視
角
と
分
析
方
法

　

飲
食
店
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
時
短
営
業
や
衛
生
管
理
と
い
う

規
制
に
政
策
実
施
の
対
象
が
応
じ
る
こ
と
で
政
策
実
施
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。
政
策
対
象
と
な
る
飲
食
店
が
応
じ
な
け
れ
ば
、

政
策
実
施
は
失
敗
と
な
る
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
飲
食
店
は

政
策
に
応
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
規
制
政
策

に
お
け
る
実
施
の
有
効
性
を
左
右
す
る
要
素
に
着
目
す
る
。
政

策
の
有
効
性
を
左
右
す
る
要
因
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、

H
ood

（2007

）
が
あ
る
。H

ood

は
、
二
つ
の
手
段
か
ら
四
つ

の
資
源
を
区
分
し
、
八
つ
の
手
段
を
提
示
す
る
。
ま
ず
、
情
報

収
集
の
た
め
の
手
段
で
あ
るD

etectors

と
外
部
環
境
に
影
響

を
与
え
る
た
め
に
政
府
が
用
い
る
手
段
で
あ
るEffectors

と

い
う
二
つ
の
手
段
を
示
し
て
い
る
。
第
二
に
、
政
府
が
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
四
つ
の
資
源
、
す
な
わ
ちN

odality

（
情
報
）、

A
uthority

（
権
威
）、T

reasure

（
財
源
）、O

rganization

（
組
織
）
で
あ
る）9
（

。
例
え
ば
権
力
と
い
う
資
源
は
情
報
収
集
の

た
め
の
手
段
と
も
、
影
響
を
与
え
る
た
め
の
手
段
と
も
な
る
と

す
る
。
政
府
は
こ
れ
ら
の
手
段
を
用
い
て
政
策
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
伊
藤
修
一
郎
（
二
〇
一
一
）
は
、
鞭
（
強
制
）、
に
ん
じ

ん
（
誘
因
）、
説
教
（
情
報
）、
直
接
供
給
を
政
策
手
段
と
し
て

挙
げ
る
。
鞭
は
、
政
府
が
強
制
力
を
裏
づ
け
に
個
人
や
企
業
に

特
定
の
行
為
を
義
務
づ
け
る
、
あ
る
い
は
禁
じ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
個
人
の
権
利
を
制
限
す
る
た
め
の
法
律
や
条
例
と
い
う

形
で
定
め
ら
れ
る
。
加
え
て
、
行
政
指
導
の
よ
う
に
、
法
的
な

強
制
力
を
用
い
ず
事
実
上
の
強
制
力
を
背
景
に
し
た
も
の
も
含

ま
れ
る
。
誘
因
は
、
対
象
者
が
望
ま
し
い
行
為
を
す
る
よ
う
に

誘
導
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
補
助
金
、
税
（
減
税
）、
手
数
料
・

賦
課
金
な
ど
の
手
段
が
あ
る
。
説
教
と
は
、
情
報
提
供
や
啓
蒙

活
動
を
通
じ
て
、
政
策
対
象
者
の
規
範
意
識
を
高
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
直
接
供
給
と
は
、
政
府
、
自
治
体
が
直
接
行

動
し
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る）（1
（

。
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伊
藤
の
区
分
し
た
鞭
、
言
い
換
え
る
と
、
規
制
の
方
法
に
つ

い
て
、
北
村
（
一
九
九
七
）
は
日
本
の
法
律
施
行
は
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
志
向
で
あ
り
、
違
反
行
為
は
、
行
政
指
導
（
強
制

力
を
持
た
な
い
お
願
い
、
説
得
）
で
処
理
さ
れ
、
命
令
は
ほ
と
ん

ど
発
せ
ら
れ
な
い
と
す
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
大
山
耕
輔
（
一
九
九
六
）
は
、
行
政
指

導
で
の
政
府
と
市
場
の
関
係
で
、
下
か
ら
の
政
府
―
市
場
関
係

論
に
着
目
し
、
政
府
が
市
場
を
一
方
的
に
指
導
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
業
界
か
ら
政
府
へ
の
働
き
か
け
が
行
政
指
導
と
い
う

形
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
と
い
う
見
方
を
と
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
分
析
の
際
に
、H

ood

の
四
つ
の
手
段
を
基
に
、

権
力
・
権
威
（
規
制
）、
資
金
（
誘
因
）、
情
報
、
組
織
に
着
目

す
る
。
そ
の
際
、
情
報
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
の
示
し
た
説
教
の

側
面
や
政
策
対
象
者
か
ら
の
例
え
ば
届
出
の
よ
う
な
情
報
提
供

だ
け
で
な
く
、
政
府
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
収
集
の
側
面
に
も

着
目
す
る
。
規
制
方
法
に
つ
い
て
は
、
法
的
手
段
だ
け
で
な
く

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
側
面
に
も
着
目
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
情
報
、
権
力
、
資
金
、
組
織
を
上
手
く
活
用
す
る
と
、
自
治

体
は
政
策
実
施
対
象
か
ら
の
協
力
が
得
や
す
い
の
で
は
な
い

か
」
ま
た
、「
自
治
体
と
政
策
実
施
の
対
象
と
の
相
互
作
用
が

コ
ロ
ナ
対
策
で
の
有
効
性
の
確
保
に
繫
が
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
視
点
か
ら
分
析
を
行
う
。

　

事
例
研
究
で
の
調
査
対
象
は
、
定
性
的
手
法
を
と
り
、
非
構

造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
う
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
と
し

て
は
、
東
京
都
に
つ
い
て
は
、
総
務
局
総
合
防
災
部
防
災
管
理

課
（
営
業
時
間
短
縮
要
請
）、
産
業
労
働
局
総
務
部
企
画
政
策
課

（
時
短
協
力
金
）
と
し
、
東
京
特
別
区
は
、
飲
食
店
へ
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
担
当
し
て
い
る
部
局
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
電
話
、

対
面
）
を
行
う）（（
（

。

　

東
京
都
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
対
策
の
内
容
、

そ
の
実
施
時
期
、
業
者
か
ら
の
予
防
対
策
へ
の
反
応
の
状
況
、

他
の
部
局
と
の
連
携
、
区
と
の
連
携
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

　

東
京
特
別
区
に
つ
い
て
は
、
上
記
のH

ood

の
四
つ
の
手
段

を
基
に
、
権
力
・
権
威
に
関
し
て
は
、
飲
食
店
の
コ
ロ
ナ
の
感

染
予
防
対
策
と
し
て
の
区
独
自
の
ス
テ
ッ
カ
ー
等
に
よ
る
認
証

方
法
の
有
無
、
ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
区
の
認
証
の
受
け
取
り
方
法
、

組
織
に
関
し
て
は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
担
当
部
局
、
資
金
に
関

し
て
は
、
時
短
協
力
金
と
認
証
と
の
関
係
、
情
報
に
関
し
て
は
、

飲
食
店
と
の
話
し
合
い
の
場
の
有
無
、
講
習
会
の
実
施
の
有
無

を
調
査
し
た
。
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4　

事
例
研
究

4
―
1�

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
お

け
る
自
治
体
の
権
限
と
組
織

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
を
法
的
役

割
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
、

特
措
法
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
特
に
飲
食
店
に

関
係
す
る
都
道
府
県
、
市
町
村
・
特
別
区
の
権
限
に
つ
い
て
示

す）（1
（

。

　

特
措
法
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
特

措
法
の
改
正
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
は
関
係
法
令
の
改
正
に
伴

う
改
正
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
が
始
ま
っ
た

以
降
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
二

〇
年
一
月
当
初
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
特
措
法
で
は
な

く
、
感
染
症
法
に
基
づ
く
指
定
感
染
症
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
特
措
法
の
対
象
で
あ

る
新
感
染
症
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
同
法
を
適
用
し
て
対

応
す
べ
き
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
ウ
イ
ル
ス
自
体
は
特
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
感
染
症
に

は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る）（1
（

。

　

し
か
し
、
感
染
は
拡
大
し
続
け
た
。
そ
の
た
め
二
〇
二
〇
年

三
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
を

特
措
法
の
対
象
と
す
る
た
め
の
関
係
法
令
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

同
年
四
月
に
は
特
措
法
に
基
づ
く
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊

急
事
態
宣
言
（
以
下
「
緊
急
事
態
宣
言
」
と
す
る
）
が
発
令
さ
れ

た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
後
も
コ
ロ
ナ
の
大
流
行
は
収

束
せ
ず
、
流
行
と
小
康
状
態
を
繰
り
返
し
た）（1
（

。
そ
こ
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

二
〇
二
一
年
二
月
三
日
に
特
措
法
は
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
創
設
さ
れ
た
。
ま
た
、

営
業
時
間
の
変
更
の
要
請
や
要
請
に
応
じ
な
い
場
合
の
命
令
等

を
規
定
し
、
併
せ
て
事
業
者
及
び
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る

支
援
を
規
定
し
た）（1
（

。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

感
染
症
法
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
と
位
置

付
け
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
他
、
宿
泊
療
養
及
び
自
宅
療
養
の
要
請
に
つ
い
て
法
律
上

の
根
拠
を
設
け
る
等
の
変
更
を
行
っ
た
。

　

特
措
法
に
お
け
る
都
道
府
県
、
市
町
村
の
役
割
は
、
以
下
の

よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
平
時
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
、
知
事
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は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
「
都
道

府
県
行
動
計
画
」
を
作
成
す
る
（
第
七
条
）。
市
町
村
に
つ
い

て
も
、
市
町
村
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施

に
関
す
る
「
市
町
村
行
動
計
画
」
を
作
成
す
る
（
第
八
条
）。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
は
、
第
一
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
は
、

都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
行
動
計
画
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
直
ち
に
、
都
道
府
県
対
策
本
部
を
設
置
す
る
（
第
二
二

条
）。

　

さ
ら
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ

た
と
き
に
は
、
市
町
村
長
は
、
市
町
村
行
動
計
画
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
直
ち
に
、
市
町
村
対
策
本
部
を
設
置
（
第
三
四

条
）
す
る
。

　

飲
食
店
に
関
連
す
る
権
限
と
し
て
は
、
都
道
府
県
対
策
本
部

長
つ
ま
り
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
私
の
団
体
又
は
個
人
に
対
し
、

そ
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関

し
必
要
な
協
力
の
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
四
条
第

九
項
）。

　

ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
時
に
は
、
第
四
五
条
の
協
力
要
請
で
、

学
校
、
社
会
福
祉
施
設
、
興
行
場
、
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る

多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
又
は
当
該
施
設
を

使
用
し
て
催
物
を
開
催
す
る
者
（「
施
設
管
理
者
等
」）
に
対
し
、

当
該
施
設
の
使
用
の
制
限
若
し
く
は
停
止
又
は
催
物
の
開
催
の

制
限
若
し
く
は
停
止
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ

う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
四
五
条
第
二
項
）。
さ
ら
に
施

設
管
理
者
等
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
前
項
の
規
定
に
よ
る

要
請
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

に
限
り
、
当
該
施
設
管
理
者
等
に
対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措

置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
四
五
条
第

三
項
）。
こ
う
し
た
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
は
、
緊
急

事
態
宣
言
時
に
は
、
飲
食
店
へ
の
協
力
要
請
や
そ
れ
に
応
じ
な

い
場
合
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
命
令
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

加
え
て
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
時
に
は
、
都
道
府
県
知

事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
で
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
業
態
に
属
す
る
事
業
を
行
う
者
に

対
し
、
営
業
時
間
の
変
更
の
要
請
や
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経

済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
点
区
域
に
お
け

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
と
し
て
、
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請



88

法学研究 95 巻 12 号（2022：12）

す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
三
一
条
の
六
）
さ
ら
に
、
要
請
に
係

る
営
業
時
間
以
外
の
時
間
に
当
該
業
態
に
属
す
る
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
場
所
に
み
だ
り
に
出
入
り
し
な
い
こ
と
な
ど
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
第
三
一
条
の
六
第
二
項
）
と
し
、
要
請
に

応
じ
な
い
と
き
に
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、

当
該
者
に
対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
三
一
条
の
六
第
三
項
）。

　

以
上
の
権
限
に
基
づ
い
て
、
東
京
都
は
飲
食
店
に
協
力
要
請

や
命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
東
京
特
別
区

長
は
都
道
府
県
知
事
の
よ
う
に
要
請
や
命
令
を
出
す
こ
と
は
で

き
ず
、
感
染
防
止
を
取
り
組
む
こ
と
も
特
に
求
め
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
感
染
防
止
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
区
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
な
い
区
が
あ
り
、

同
じ
東
京
都
に
あ
っ
て
も
区
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
。

4
―
2
　
東
京
都
の
取
り
組
み

（
1
）
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
、
休

業
・
時
短
要
請
と
組
織
的
対
応

　

東
京
都
で
は
、
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
の
動
き
に
伴
っ
て
、

飲
食
店
へ
の
休
業
・
時
短
要
請
を
出
し
て
い
る
。
二
〇
二
二
年

三
月
の
時
点
ま
で
の
期
間
で
、
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
は
、
図

表
1
の
よ
う
に
二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
か
ら
五
月
二
五
日
、
二

〇
二
一
年
一
月
八
日
か
ら
三
月
二
一
日
、
二
〇
二
一
年
四
月
二

五
日
か
ら
六
月
二
〇
日
、
同
年
七
月
一
二
日
か
ら
九
月
三
〇
日

の
四
回
発
動
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
時
期
は
二
〇
二
一
年
四
月
一
二
日
か
ら

同
月
二
四
日
、
同
年
六
月
二
一
日
か
ら
七
月
一
一
日
、
二
〇
二

二
年
一
月
二
一
日
か
ら
三
月
二
一
日
ま
で
で
あ
る
。

　

緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
時
期
に
加
え

東
京
都
独
自
に
も
時
短
要
請
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
る
た
め
、

東
京
都
の
飲
食
店
へ
の
休
業
や
時
短
要
請
は
、
二
〇
二
〇
年
四

月
一
一
日
零
時
か
ら
六
月
一
八
日
ま
で
、
二
〇
二
一
年
八
月
三

日
か
ら
九
月
一
五
日
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
か
ら
二
〇

二
一
年
一
〇
月
二
四
日
、
二
〇
二
二
年
一
月
二
一
日
か
ら
二
〇

二
二
年
二
月
一
三
日
ま
で
四
回
と
な
っ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
一
月
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
て
以
降
、

東
京
都
で
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二
四
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
連
肺
炎
第
1
回
東
京
都
危
機
管
理
対
策
会
議
を
設
置
し
た
。

同
会
議
は
一
月
二
九
日
ま
で
四
回
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一

月
三
〇
日
に
は
、
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
を
設
置
し
、
同
日
か
ら
同
年
三
月
二
三
日
ま
で
計
一
三
回
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東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
都
は
、
特
措
法
第
二
二
条
第
一
五
条
第

一
項
に
沿
っ
て
、
三
月
二
六
日
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
対
策
本
部
と
し
て
設
置
し
た）（1
（

。
こ

の
こ
と
か
ら
、
東
京
都
は
国
の
特
措
法
に
よ
る
対
策
以
前

か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
の
会
議
を
始
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

東
京
都
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
担
当
部
局
は
多
岐

に
及
ぶ
が
、
大
括
り
に
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
二
月
当
初
は
、
都
民
及
び
事
業
者
、
在
京
大

使
館
等
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
政
策
企
画
局
、
総

務
局
、
生
活
文
化
局
、
福
祉
保
健
局
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

都
内
で
の
感
染
拡
大
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
総
務
局
、
教

育
庁
、
生
活
文
化
局
、
福
祉
保
健
局
、
産
業
労
働
局
、
住

宅
政
策
本
部
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
水
際
対
策
、
帰
国
者
対

応
に
つ
い
て
は
、
福
祉
保
健
局
、
病
院
経
営
本
部
、
港
湾

局
、
住
宅
対
策
本
部
で
あ
っ
た）（1
（

。
そ
の
後
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
、
都
内
で
の
感
染
拡

大
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
上
記
に
加
え
、
中
央
卸
売
市
場
、

建
設
局
、
交
通
局
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

図表 1　新型コロナウイルスに対する緊急事態宣言と東京都の時短要請等対応

出所：第 72 回　東京都新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 4 年 3 月 17 日）資料
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準
備
局
、
コ
ロ
ナ
に
影
響
を
受
け
た
個
人
や
事
業
者
に
対
す
る

延
期
措
置
に
つ
い
て
は
、
主
税
局
、
人
事
委
員
会
事
務
局
が
加

わ
っ
た）（1
（

。

（
2
）
東
京
都
に
よ
る
飲
食
店
へ
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

　

都
に
よ
る
飲
食
店
に
対
す
る
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
は
、

以
下
の
三
つ
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
二
〇
二
〇
年
六
月
一
二
日
か
ら
の
「
感
染
防
止
徹

底
宣
言
ス
テ
ッ
カ
ー
」（
図
表
2
）
の
発
行
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

東
京
都
が
事
業
者
向
け
の
「
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
東
京
都
が

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
運
用
を
開
始

し
た
。
各
店
舗
は
、
東
京
都
感
染
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
各
業

界
団
体
作
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確
認
、
実
施
し
た
上
で
、
都

の
作
成
し
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
全
て
の
項
目
を
実
践
し
た
場

合
、
ウ
ェ
ブ
上
で
申
請
を
し
、
感
染
防
止
徹
底
宣
言
ス
テ
ッ

カ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
取
得
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
店
舗
に
掲
示
し
、
感
染
防
止
対
策
を
店
舗
が
適

切
に
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る）（1
（

。

　

第
二
に
、
二
〇
二
一
年
三
月
二
二
日
か
ら
の
「
コ
ロ
ナ
対
策

リ
ー
ダ
ー
」
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
で
は
、
店
舗
と
利
用
客

図表 2　�感染防止徹底宣
言ステッカー①

出所：東京都「徹底点検 Tokyo
サポート」プロジェクト

図表 3　�感染防止徹底宣
言ステッカー②

出所：東京都「徹底点検 Tokyo
サポート」プロジェクト

図表 4　�感染防止徹底宣
言ステッカー（徹
底点検済）③

出所：東京都「徹底点検 Tokyo
サポート」プロジェクト
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双
方
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
一
層
の
徹
底
に
向
け
た
旗

振
り
役
と
し
て
、
飲
食
店
な
ど
に
「
コ
ロ
ナ
対
策
リ
ー
ダ
ー
」

を
置
く
こ
と
と
し
た
。
飲
食
店
は
、
ま
ず
「
コ
ロ
ナ
対
策
リ
ー

ダ
ー
」
に
登
録
し
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修
（
動
画
・
確
認
テ
ス

ト
）
を
受
講
し
、
修
了
シ
ー
ル
を
取
得
（
オ
ン
ラ
イ
ン
発
行
、

送
付
双
方
可
）
す
る
。
こ
の
王
冠
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
感
染
拡
大

防
止
徹
底
宣
言
ス
テ
ッ
カ
ー
に
添
付
す
る
こ
と
が
で
き
る）11
（

（
図

表
3
）。

　

コ
ロ
ナ
対
策
リ
ー
ダ
ー
の
数
は
図
表
5
の
よ
う
に
三
月
の
開

始
か
ら
順
調
に
増
加
し
、
同
年
五
月
に
は
一
二
万
店
舗
程
度
と

な
っ
た
。

　

第
三
に
、
二
〇
二
一
年
六
月
四
日
か
ら
の
徹
底
点
検

T
O

K
Y

O

（
第
三
者
認
証
制
度
）
で
あ
る
。
東
京
都
が
、
五
つ

の
対
策
分
野
（
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク
・
間
隔
確
保
・
換
気
・
コ
ロ

ナ
対
策
リ
ー
ダ
ー
）
に
つ
い
て
二
〇
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

設
定
し
た
上
で
、
飲
食
店
を
訪
問
し
、
徹
底
点
検
を
行
う
と
い

う
仕
組
み
で
あ
る
。
第
三
者
認
証
の
対
象
と
な
る
の
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
リ
ー
ダ
ー
に
登
録
済
み
の
店
舗
の
み
と
な
る
。
す
な
わ

ち
、
第
三
者
認
証
を
受
け
る
に
は
、
第
一
に
述
べ
た
ス
テ
ッ

カ
ー
を
申
請
・
取
得
し
、
第
二
に
述
べ
た
リ
ー
ダ
ー
登
録
を
行

い
、
徹
底
点
検
申
し
込
み
を
し
、
東
京
都
の
訪
問
点
検
を
受
け

る
こ
と
で
、
徹
底
点
検
済
証

を
発
行
す
る
（
図
表
4
）
と

い
う
段
階
を
踏
む
必
要
が
あ

る）1（
（

。
三
つ
の
取
り
組
み
を
順

に
行
う
こ
と
で
、
感
染
予
防

対
策
の
徹
底
度
合
が
高
ま
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
徹
底

点
検
に
つ
い
て
は
リ
ー
ダ
ー

登
録
に
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
東
京
都
が
把
握
し

て
い
る
た
め
、
メ
ー
ル
を
通

じ
て
も
情
報
提
供
を
行
っ
た）11
（

。

徹
底
点
検
件
数
の
推
移
は
図

表
6
の
通
り
で
あ
る
。
二
〇

二
一
年
の
六
月
か
ら
半
年
で

約
一
〇
万
店
舗
が
徹
底
点
検

を
受
け
て
い
る
（
図
表
7
）。

　

店
舗
が
徹
底
点
検
済
証
を

得
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
徹

底
点
検
済
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

取
得
で
き
る
だ
け
で
は
な
い
。

図表 5　リーダー登録件数（累計）
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東
京
都
に
よ
る
時
短
要
請
の
際
に
、
徹
底
点
検
と
い
う
第
三
者

認
証
を
受
け
て
い
れ
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
提
供
で
き
、
営
業
時

間
が
二
一
時
ま
で
延
長
で
き
る
。
認
証
を
受
け
て
い
な
い
場
合

営
業
時
間
は
二
〇
時
ま
で
と
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
は
で

き
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
飲
食
店
に
酒
の
提
供
を
可
能
に
す
る

こ
と
で
、
感
染
予
防
へ
の
飲
食
店
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
3
）
時
短
協
力
金

　
東
京
都
で
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
一
〇
日
に
時
短
協
力
金
に

つ
い
て
知
事
が
公
表
し
、
給
付
が
始
ま
っ
た）（2
（

。
二
〇
二
二
年
六

月
ま
で
で
、
計
九
回
協
力
金
を
支
給
し
て
い
る
（
図
表
8
）。

時
短
協
力
金
は
、
都
の
休
業
要
請
等
の
方
針
に
協
力
す
る
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図
表
9
が
示
す
よ
う
に
、
感

染
拡
大
予
防
に
向
け
た
徹
底
点
検
済
の
店
舗
で
は
、
酒
類
の
提

供
が
可
能
と
な
り
営
業
時
間
も
長
く
で
き
る
こ
と
か
ら
、
協
力

金
の
支
給
金
額
は
店
舗
の
協
力
状
況
や
酒
類
の
提
供
の
有
無
に

よ
っ
て
異
な
る）（2
（

。

点検済店舗件数推移

基準日 点検済店舗件数（累計）

2021 年 6 月 30 日 約 58,000 件

2021 年 9 月 30 日 約 95,000 件

2021 年 12 月 31 日 約 106,000 件

2022 年 3 月 31 日 約 109,000 件

図表 6　徹底点検済店舗件数

出所：東京都総務局提供のデータを基に筆者作成

サポート件数

延べ訪問件数 訪問店舗数
小計

不在・休業等件数
全項目点検済 一部不備有

265,231 133,053 106,387 2,853 109,240 23,813

図表 7　東京都による徹底点検訪問件数と結果

出所：「徹底点検　TOKYOサポート」プロジェクト　実績一覧を基に筆者作成
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№ 項　　　目 休業等・要請期間 申請受付期間 申請件数

1 東京都感染拡大防止協力金
2020 年 4 月 11 日
～ 5月 6日

2020 年 4 月 22 日
～ 6月 15 日

128,000

2
東京都感染拡大防止協力金
（第 2回）

2020 年 5 月 7 日～
5月 25 日

2020 年 6 月 17 日
～ 7月 17 日

113,500

3
営業時間短縮に係る感染拡
大防止協力金（8月実施分）

2020 年 8 月 3 日～
8月 31 日

2020 年 9 月 1 日
～ 9月 30 日

45,800

4
営業時間短縮に係る感染拡
大防止協力金（9月実施分）

2020 年 9 月 1 日～
9月 15 日

2020 年 10 月 1 日
～ 10 月 30 日

36,000

5

営業時間短縮に係る感染拡
大防止協力金
　（11 月 28 日～ 12 月 17 日
実施分）

2020 年 11 月 28 日
～ 12 月 17 日

2020 年 12 月 18
日～ 2021 年 1 月
25 日

56,700

6

営業時間短縮に係る感染拡
大防止協力金
（2020 年 12 月 18 日～ 2021
年 1 月 7 日実施分）

2020 年 12 月 18 日
～ 2021 年 1 月 7 日

2021 年 1 月 26 日
～ 2021 年 2 月 26
日

59,400

7

営業時間短縮に係る感染拡
大防止協力金
（2021 年 1 月 8 日～ 2月 7日
実施分）

2021 年 1 月 8 日～
2月 7日

2021 年 2 月 22 日
～ 3月 25 日
※大企業は 2021
年 3 月 1 日から

75,500

8

営業時間短縮に係る感染拡
大防止協力金
（2021 年 2 月 8 日～ 3月 7日
実施分）

2021 年 2 月 8 日～
3月 7日

2021 年 3 月 26 日
～ 4月 26 日

75,500

9

営業時間短縮に係る感染拡
大防止協力金
（2021 年 3 月 8 日～ 3月 31
日実施分）

2021 年 3 月 8 日～
3月 31 日

2021 年 4 月 30 日
～ 5月 31 日

74,600

図表 8　感染予防防止協力金の申請件数

出所：東京都産業労働局総務部資料を基に筆者作成
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4
―
3�

　
東
京
特
別
区
に
よ
る
飲
食
店
へ
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
予
防
対
策

（
1
）
特
別
区
に
よ
る
対
策
状
況
の
比
較

　
東
京
特
別
区
に
関
す
る
調
査
項
目
は
、H

ood

の
四
つ
の
手

段
を
基
に
、
第
一
に
、
権
力
・
権
威
に
関
し
て
は
、
独
自
基
準

に
よ
る
認
証
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
有
無
と
ス
テ
ッ

カ
ー
の
有
無
と
交
付
時
期
、
加
え
て
、
認
証
ス
テ
ッ
カ
ー
等
の

交
付
に
あ
た
り
要
件
を
満
た
す
か
ど
う
か
確
認
の
有
無
や
確
認

方
法
（
確
認
有
の
場
合
：
申
請
時
・
店
舗
訪
問
時
、
確
認
し
て
か

ら
窓
口
交
付
・
郵
送
、
確
認
無
の
場
合
：
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等
）、
第

二
に
、
資
金
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
等
、
い
わ
ゆ
る
飴
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
か
、
第
三
に
、
情
報
に
つ
い
て
は
、
講
習
会

等
、
話
し
合
い
の
場
の
有
無
と
し
た
。
ま
た
、
各
区
の
飲
食
店

数
は
総
務
省
『
統
計
で
み
る
市
区
町
村
の
姿
二
〇
二
二
』
に
よ

り
、
飲
食
店
数
の
比
較
を
行
っ
た）（2
（

。
組
織
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
担
当
組
織
か
ど

う
か
を
確
認
し
た
。
調
査
結
果
は
図
表
17
の
通
り
で
あ
る
。

　
調
査
結
果
か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
取
組
内
容
に
相

違
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
をH

ood

の
視
点
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
と
、
第
一
に
、

権
力
・
権
威
に
関
し
て
は
、
飲
食
店
に
対
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
に

認証店（選択制） 非認証店

「感染防止徹底点検済証」の交付を受け、
かつ店頭に掲示している店舗

「点検済証」の交付を受けて
いない、又は掲示していな
い店舗

営業時間短縮 5時から 21 時まで 5時から 20 時まで 5時から 20 時まで

酒類の提供・持込 11 時から 20 時まで 行わない 行わない

人数上限
1グループ 4人まで（ただし「対象者全員
検査」制度により全員の陰性の検査結果を
確認した場合には上限なし）

1グループ 4人まで

協
力
金
日
額

売上高方式 2.5 ～ 7.5 万円 3～ 10 万円 3～ 10 万円

売上高減少
方式

上限 20 万円

支給額 90 ～ 720 万円 108 ～ 720 万円 108 ～ 720 万円

図表 9　時短協力金支給額の区分

出所：東京都産業労働局「【飲食店等を対象】「営業時間短縮に係る感染拡大防止協力金（2/14
～ 3/21 実施分）」を参考に筆者作成
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関
す
る
お
墨
付
き
と
な
る
独
自
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
認
証

を
実
施
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
特
別
区
の
な
か
で
、
独
自

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
て
い
る
の
は
、
千
代
田
区
、
中
央
区
、

港
区
、
新
宿
区
、
台
東
区
、
墨
田
区
、
豊
島
区
、
足
立
区
、
葛

飾
区
、
豊
島
区
で
あ
る
。

　

独
自
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
て
い
る
区
の
中
で
も
、
ス

テ
ッ
カ
ー
等
の
配
布
方
法
で
は
相
違
が
あ
る
。
現
地
調
査
で
飲

食
店
の
感
染
予
防
対
策
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
の
が
、
千
代

田
区
で
あ
る）11
（

。
ま
た
、
区
に
よ
る
講
習
会
後
、
あ
る
い
は
、
区

と
の
協
定
締
結
後
、
言
い
換
え
る
と
、
飲
食
店
が
感
染
予
防
に

つ
い
て
情
報
を
取
得
し
た
こ
と
を
区
が
確
認
し
た
後
で
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
る
の
が
、
新
宿
区
と
中
央
区
で
あ
る
。

ま
た
、
感
染
予
防
の
取
り
組
み
を
確
認
し
た
上
で
店
名
等
記
入

し
た
申
請
書
を
提
出
さ
せ
、
提
出
時
や
提
出
後
に
配
布
し
て
い

る
の
は
、
墨
田
区
、
豊
島
区
、
葛
飾
区
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
感
染
予
防
の
取
組
を
区
が
確
認

し
て
い
な
い
の
は
、
港
区
、
台
東
区
、
足
立
区
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
大
別
す
れ
ば
、
飲
食
店
の
感
染
予
防
対
策
の
現
地
確
認

や
感
染
予
防
対
策
に
関
す
る
情
報
取
得
状
況
を
区
が
確
認
し
た

上
で
飲
食
店
に
配
布
す
る
区
と
、
飲
食
店
に
よ
る
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
に
ま
か
せ
、
区
が
取
組
状
況
を
確
認
し
て
い
な
い
で
配
布
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
記
一
〇
区
の
う
ち
、
前
者
は
千
代

田
区
、
中
央
区
、
新
宿
区
、
墨
田
区
、
豊
島
区
、
葛
飾
区
、
で

あ
る
。

　

第
二
に
、H

ood

の
視
点
の
情
報
に
関
し
て
は
、
独
自
ス

テ
ッ
カ
ー
等
を
作
成
し
て
い
る
区
の
中
で
も
、
政
策
の
対
象
者

で
あ
る
飲
食
店
と
の
情
報
交
換
、
情
報
共
有
を
重
視
す
る
区
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
新
宿
区
と
中
央
区
で
あ
る）11
（

。

　

第
三
に
、H

ood

の
資
金
に
つ
い
て
は
、
区
か
ら
の
支
援
金

を
飲
食
店
の
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
利
用

し
て
い
る
区
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
経
営
の
補
助
を
し
て
い
る

区
と
し
て
千
代
田
区
、
中
央
区
が
当
て
は
ま
る
。
ま
た
、
感
染

防
止
の
取
り
組
み
を
補
助
し
て
い
る
区
と
し
て
、
台
東
区
、
墨

田
区
が
当
て
は
ま
る
。

　

以
上
か
ら
、H

ood

の
視
点
の
な
か
で
、
第
一
の
視
点
に
加

え
、
さ
ら
にH

ood

の
他
の
視
点
が
当
て
は
ま
る
区
は
千
代
田

区
、
中
央
区
、
新
宿
区
、
墨
田
区
と
な
る
。
第
一
の
視
点
で
区

が
確
認
し
て
い
な
い
が
第
二
、
第
三
に
当
て
は
ま
る
の
は
台
東

区
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
区
に
よ
る
飲
食
店
と
の
向
き
合
い
方
を

明
ら
か
に
し
、
政
策
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
の
要
素
を
見

出
す
。
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（
2
）
飲
食
店
と
の
向
き
合
い
方
―
―
情
報
共
有）11
（

―
―

1
．
新
宿
区）11
（

　

新
宿
区
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
担
当
部
局
は
、
総
合
政
策
部
企
画

政
策
課
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
し
て
、
区
と
飲
食
店
と
の
勉
強
会
・
連
絡

会
が
行
わ
れ
、
相
互
理
解
を
図
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
独

自
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
連
絡
会
へ
の
参
加
者
に
渡
す
と

い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

　

勉
強
会
は
、
飲
食
店
の
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
求
め
る
た
め
、

吉
住
区
長
が
商
店
街
振
興
組
合
の
理
事
で
か
つ
ホ
ス
ト
で
も
あ

る
手
塚
マ
キ
氏
へ
電
話
で
連
絡
し
、
協
力
を
求
め
、
さ
ら
に
手

塚
氏
か
ら
飲
食
店
関
係
者
へ
声
が
け
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
区
長
、
保
健
所
長
、
飲
食
関
係
一
〇
人
程
度
を
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
九
回
開
催
さ
れ
た
。
勉
強
会
を
通
じ
て
、
区
と

飲
食
店
と
の
相
互
理
解
が
高
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
勉
強

会
の
人
数
を
拡
大
し
た
連
絡
会
が
計
四
回
（
二
〇
二
〇
年
六
月

一
八
日
、
七
月
一
六
日
、
一
一
月
一
九
日
、
二
〇
二
一
年
三
月
二
〇

日
）
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
連
絡
会
で
は
、
感
染
対
策
と
し
て

具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
る
よ
う
に
保
健
所
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
提
示
さ
れ
た
。

　

連
絡
会
で
の
同
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
二

〇
、
二
一
日
に
実
施
さ
れ
た
飲
食
店
へ
の
戸
別
訪
問
の
際
に
も

配
布
さ
れ
た
。
こ
の
戸
別
訪
問
は
、
新
宿
区
、
東
京
都
、
事
業

者
（
連
合
会
メ
ン
バ
ー
）、
警
察
に
よ
っ
て
見
回
り
と
い
う
形
で

行
わ
れ
、
保
健
所
へ
の
登
録
の
あ
る
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
、
キ
ャ
バ

ク
ラ
店
な
ど
三
〇
〇
店
舗
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

　

第
三
回
連
絡
会
で
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
第
二
室
長
で

あ
る
砂
川
富
正
氏
に
よ
る
講
演
と
新
宿
区
保
健
所
長
の
高
橋
郁

美
氏
に
よ
る
講
習
会
が
行
わ
れ
、
同
講
習
会
の
参
加
者
で
希
望

者
に
対
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
が
配
布
さ
れ
た
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、

講
習
会
の
参
加
者
二
三
〇
店
舗
と
別
日
程
で
個
別
に
行
わ
れ
た

講
習
会
へ
の
参
加
者
六
〇
店
舗
、
計
二
九
〇
店
舗
に
配
布
さ
れ

た
。

　

新
宿
区
で
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
で
感
染
拡
大
防
止
へ
の
協
力
依
頼
を
一
二
〇
〇
〇
店
舗

に
送
付
し
て
い
る
。

2
．
中
央
区）11
（

　

中
央
区
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
担
当
部
局
は
、
福
祉
保
健
部
生
活

衛
生
課
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
七
月
三
日
に
区
長
と
飲
食
業
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

前
か
ら
、
中
央
区
食
品
衛
生
協
会
と
区
と
は
定
期
的
に
会
合
を
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持
つ
習
慣
が
あ
っ

た
。

　

上
記
の
意
見
交

換
会
で
は
、
同
団

体
と
区
と
が
協
力

体
制
を
整
え
、
一

丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
に
合
意

し
た
。
ま
た
、
区

は
、
感
染
防
止
対

策
と
し
て
団
体
自

ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
し
、
取
り

組
み
を
行
っ
て
い

る
団
体
と
協
定
を

締
結
し
支
援
を
す

る
こ
と
と
し
た
。

区
は
六
団
体
と
協

定
を
締
結
し
、
各

団
体
の
取
り
組
み

内
容
は
図
表
11
の

通
り
で
あ
る
。
団
体
が
自
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
と
い

う
方
針
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
中
央
区
の
飲
食
店
に
は
、
銀
座

の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
店
か
ら
築
地
、
月
島
の
も
ん
じ
ゃ
ま
で
地
域
に

よ
っ
て
特
色
が
あ
り
、
一
律
で
基
準
を
定
め
る
の
は
適
切
で
は

な
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
っ
た
。
一
律
で
は
な
く
、
地
域
性
に

合
わ
せ
て
地
域
の
飲
食
店
が
自
分
達
で
決
め
、
そ
れ
を
ど
の
店

も
取
り
こ
ぼ
し
な
く
守
っ
て
い
く
方
針
を
選
択
し
た
。

　

区
独
自
の
ス
テ
ッ
カ
ー
で
あ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ー
ク
（
安
全

安
心
を
示
す
）
は
、
協
定
を
締
結
し
た
団
体
が
主
体
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
作
ら
れ
、

店
舗
が
感
染
防
止
対
策
を
行
い
安
全
で
あ
る
こ
と
を
、
発
信
す

る
も
の
と
な
っ
た
。

　

区
か
ら
飲
食
店
へ
の
補
助
金
は
、
区
と
感
染
症
拡
大
防
止
に

向
け
た
協
定
を
締
結
し
た
飲
食
業
団
体
や
商
店
街
を
対
象
と
し
、

事
業
支
援
と
感
染
症
拡
大
防
止
策
の
両
立
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
集
客
促
進
や
売
上
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
の
経
費
の
一
部
の
補
助
や
（
飲
食
業
団
体
・
商
店
街
に

お
け
る
集
客
事
業
等
へ
の
支
援
、
限
度
額
八
〇
〇
万
円
補
助
率
四
／

五
）、
感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み
に
か
か
る
経
費
の
一
部
の

補
助
で
あ
っ
た
（
感
染
防
止
活
動
補
助
、
団
体
へ
の
上
限
は
三
〇

万
円
補
助
率
一
〇
／
一
〇）1（
（

）。
集
客
促
進
や
売
上
向
上
の
た
め
の

図表 10　新宿区　新型コロナ感染予防対策ステッカー
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団体名
（協定締結日）

主な取り組み内容

一般社団法人銀座社交料飲協会
（令和 2年 8月 12 日）

1．店内清掃、消毒の徹底、飛沫防止策、定期的な換気
2．従業員各自による健康・安全・衛生意識の向上
3．お客様へマスク着用、手指の消毒、検温等のお願い

銀座料理飲食業組合連合会
（令和 2年 8月 19 日）

1．マスク等着用
2．手洗・手指消毒
3．客席・設備等消毒

ＮＰＯ法人築地食のまちづくり
協議会（令和 2年 8月 31 日）

1．店舗清掃、消毒の徹底
2．定期的な換気
3．従業員の検温、うがい、手洗い、消毒の徹底

日本橋料理飲食業組合
（令和 2年 8月 31 日）

1．店内清掃の徹底
2．スタッフ出勤時の衛生管理の徹底
3．お客様へエチケットの順守のお願い

日本橋久松飲食業組合
（令和 2年 8月 31 日）

1．店内清掃の徹底
2．スタッフ出勤時の衛生管理の徹底
3．お客様へエチケットの順守のお願い

月島飲食業連合会
（令和 2年 8月 31 日）

1．店内清掃
2．衛生面の管理徹底
3．お客様へ手指の消毒のお願い

図表 11　「新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた協定書」締結団体一覧

出所：中央区「新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に向けた取組への支援」より筆者作成

図表 12　中央区新型コロナ感染予防対策ステッカー
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補
助
と
し
て
二
〇
二
〇
年
度
一
一
月
補
正
予
算
で
四
八
〇
〇
万

円
、
二
〇
二
一
年
九
月
補
正
予
算
で
一
億
二
〇
〇
〇
万
円
、
感

染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み
に
は
二
〇
二
一
年
度
予
算
六
八
〇
万

円
、
二
〇
二
二
年
度
予
算
で
五
八
〇
万
円
支
出
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
（
経
営
支
援
）

1
．
千
代
田
区）（3
（

　

千
代
田
区
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
担
当
部
局
は
、
保
健
所
生
活
衛

生
課
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
七
月
に
「
千
代
田
区
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
る
飲
食
店
等
へ
の
認
証
制
度
実

施
要
綱
」
を
策
定
し
て
い
る）（（
（

。
要
綱
を
策
定
し
た
背
景
に
は
、

都
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
は
、
飲
食
店
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
で

あ
り
、
都
が
現
地
調
査
に
よ
り
確
認
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
区
と
し
て
は
現
地
調
査
を
含
ん
だ
制
度
が
必
要
で
あ
る

と
捉
え
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
区
長
か
ら
保
健
所
で
感
染
対

策
を
何
か
す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
も
背
景
に

あ
る
。

　

上
記
の
認
証
制
度
は
二
〇
二
〇
年
八
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

認
証
を
受
け
た
飲
食
店
は
「
千
代
田
区
新
し
い
日
常
店
」
と
書

か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
店
舗
に
貼
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
テ
ッ

カ
ー
は
二
種
類
あ
り
、ClassⅠ

は
、
飲
食
店
の
申
請
後
、
認

証
ス
テ
ッ
カ
ー
が
交
付
さ
れ
、
交
付
後
、
三
か
月
以
内
に
区
が

現
地
確
認
を
行
う
。ClassⅡ

は
、
申
請
後
二
―
三
日
で
区
が

現
地
確
認
を
行
い
、
そ
の
際
に
認
証
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
す
る
。

　

区
は
、
認
証
制
度
の
協
力
を
飲
食
店
か
ら
得
る
た
め
に
、
二

〇
二
一
年
五
月
に
は
、
衛
生
面
で
の
テ
コ
入
れ
と
し
て
協
力
店

へ
換
気
Ｏ
Ｋ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
Ｃ
Ｏ
2
セ
ン
サ
ー
配
布

を
開
始
し
た）（3
（

。

　

さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
に
は
、
商
工
観
光
課
と
協
力

しPayPay

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
二
弾
（
一
一
月
一
日
～
三
〇
日
）

で
は
、
区
の
認
証
を
受
け
た
「
千
代
田
区
新
し
い
日
常
店
」
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と
し
、
認
証
店
舗
利
用
者
は
二
五
％
の

ポ
イ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
こ
う
し
た
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
た
結
果
、
認
証
を
申
請
し
た
店
舗
は
、
そ
れ

以
前
の
四
〇
〇
件
程
度
か
ら
増
加
し
一
〇
〇
〇
件
を
超
え
た
。

（
4
）
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
（
感
染
予
防
補
助
）

　

感
染
予
防
へ
の
補
助
は
千
代
田
区
や
中
央
区
の
よ
う
な
飲
食

店
の
経
営
そ
の
も
の
を
支
援
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
金
額

の
規
模
は
小
さ
い
。
そ
の
た
め
、
支
援
を
受
け
る
た
め
に
コ
ロ

ナ
対
策
を
行
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
効
果
は
上
記
の
千
代
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み
を
取
っ
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
八
月
ご
ろ
か
ら
、
区
発
行
の
「
新
し
い
生
活
様

式
推
進
宣
言
店
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
取
得
し
て
い
る
店
舗
を
対
象

に
、
飲
食
店
が
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
う
た
め
の
「
商
店
新
生
活
様

式
対
応
支
援
事
業
（
物
資
供
給
型
）」
を
、
区
と
墨
田
区
商
店
街

連
合
会
の
連
携
の
下
で
実
施
し
た
。
こ
の
支
援
事
業
で
、
飲
食

店
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
必
要
な
物
資
、

例
え
ば
、
不
織
布
マ
ス
ク
、
使
い
捨
て
ゴ
ム
手
袋
、
ア
ル
コ
ー

ル
製
剤
の
感
染
症
対
策
用
品
と
い
っ
た
消
耗
品
を
購
入
で
き
る
。

こ
の
補
助
制
度
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
か
ら
一
〇
月
、
二
〇
二

一
年
二
月
、
同
年
七
月
か
ら
八
月
に
実
施
さ
れ
た
。

2
．
台
東
区

　

台
東
区
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
担
当
部
局
は
、
文
化
産
業
観
光
部

産
業
振
興
課
で
あ
る
。

　

独
自
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布
方
法
で
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
を
示

し
た
新
宿
区
、
中
央
区
、
千
代
田
区
、
墨
田
区
と
は
異
な
り
、

区
は
飲
食
店
に
よ
る
感
染
予
防
対
策
の
確
認
を
し
て
い
な
い
。

保
健
所
の
名
簿
に
な
る
店
舗
に
保
健
所
が
「
事
業
者
向
け
「
東

京
都
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
：
新
し
い
日
常
の
定
着
に

む
け
て
」」
を
配
布
し
た
際
に
、
併
せ
て
、「
新
し
い
日
常
取
組

店
舗
応
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
」
と
い
う
案
内
、
宣
言
シ
ー
ト

田
区
や
中
央
区
ほ

ど
は
期
待
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

1
．
墨
田
区）11
（

　

墨
田
区
の
コ
ロ

ナ
対
策
の
担
当
部

局
は
、
産
業
観
光

部
産
業
振
興
課
で

あ
る
。

　

区
が
交
付
す
る

「
新
し
い
生
活
様

式
推
進
宣
言
店
ス

テ
ッ
カ
ー
」
に
つ

い
て
は
、
飲
食
店

が
店
名
等
記
載
し

区
に
申
請
を
し
、

申
請
を
受
け
て
区

が
内
容
を
確
認
し
、

申
請
か
ら
二
週
間

ほ
ど
で
、
郵
送
で

届
く
と
い
う
仕
組

図表 13　�千代田区新型コロナ感染予防
対策ステッカー（Class Ⅰ）

図表 14　千代田区新型コロナ感染予防
対策ステッカー（Class Ⅱ）
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二
〇
二
〇
年
六
月
下
旬
か
ら
で
あ
っ
た
。
六
月
一
七
日
に
広
報

で
公
表
し
た
。
区
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、

区
内
の
店
舗
か
ら
の
安
全
性
を
示
す
表
示
が
欲
し
い
と
の
要
望

を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ス
テ
ッ
カ
ー
へ
の
協
力
を
得
る
た

め
に
、
上
野
観
光
連
盟
や
台
東
区
商
店
街
連
合
会
と
い
っ
た
団

体
へ
協
力
も
依
頼
し
た
。

　

飲
食
店
に
対
す
る
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
有
効
か
を
改
め
て
示
す
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
講
習
会
」
を
一

般
の
飲
食
店
（
飲
食
店
責
任
者
）
向
け
に
行
っ
た
。
毎
回
一
〇

名
程
度
参
加
し
、
計
一
〇
〇
名
弱
が
講
習
を
受
け
た
。
二
〇
二

〇
年
、
一
〇
月
、
一
二
月
、
二
〇
二
一
年
二
月
、
三
月
、
二
〇

二
一
年
六
月
七
月
一
二
月
に
実
施
し
た
。
こ
の
他
、
そ
ば
、
中

華
と
言
っ
た
同
じ
業
種
の
飲
食
店
で
作
る
団
体
向
け
に
「
感
染

予
防
講
習
会
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
講
習
を
受
け
る
と
「
新
し

い
日
常
取
組
推
進
員
」
と
な
り
、
こ
の
推
進
員
が
所
属
す
る
団

体
は
、
感
染
予
防
活
動
の
た
め
の
物
品
購
入
に
係
る
経
費
な
ど

へ
の
補
助
金
申
請
（
補
助
率
一
〇
／
一
〇
、
限
度
額
二
〇
万
円
）

が
可
能
と
な
っ
た）11
（

。

と
い
う
形
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
入

れ
て
配
布
し
た
。

配
布
方
法
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材

が
中
心
と
な
り

店
舗
に
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
か
手

渡
し
す
る
と
い

う
形
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
店
舗

は
感
染
拡
大
対

策
を
し
て
い
る

だ
ろ
う
と
い
う

性
善
説
に
沿
っ

た
配
布
方
法
で

あ
っ
た）11
（

。

　

し
か
し
、
ス

テ
ッ
カ
ー
の
取

り
組
み
の
時
期

は
比
較
的
早
く
、

図表 15　墨田区新型コロナ感染予防対策ステッカー
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図表 16　台東区新型コロナ感染予防対策ステッカー

区名 区独自 
ステッカー

開始時期 入手方法 意見交換 講習会 営業支援金
等との関係

店舗訪問によ
るチェック

担当部局 飲食店数

千代田 ○ 20.7.31 現地調査での
交付

認証店 Pay 
Pay キャン
ペーン対象

実施 保健所生活
衛生課

3,507

中央 ○＊ 20.7.3 協定締結後 ○ 協定が補助
金条件

福祉保健部
生活衛生課

5,003

港 ○ 20.7.31 動画視聴後自
由にダウンロ 
ー ド（ 確 認
無）

防災危機管
理室防災課

5,351

新宿 ○ 20.11.19 講習会参加者
に手渡し

○ ○ 総合政策部
企画政策課

5,532

文京 × 市民部経済
課

1,360

台東 ○ 20.6.26 シルバー人材
による案内の
ポスティング
の 時、 同 封
（確認無）

○ 講習会を受
け た メ ン
バーのいる
団体への感
染予防対策
補助

文化産業観
光部産業振
興課

3,028

墨田 ○ 20.8 申請書提出後
窓口・郵送

感染予防対
策補助の交
付条件

産業観光部
産業振興課

1,793

江東 × 危機管理室
危機管理課

2,041

品川 × 保健所生活
衛生課

2,711

図表 17　�特別区における独自ステッカーを通じた新型コロナ感染拡大防止対策の
取り組み比較
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目黒 △＊＊ 保健所生活
衛生課

1,650

大田 △ 保健所生活
衛生課

3,350

世田谷 × 保健所生活
衛生課

3,451

渋谷 × 保健所新型
コロナウイ
ルス感染症
対策担当

4,294

中野 × 保健所保健
予防課

1,686

杉並 × 危機管理室
危機管理対
策課

2,780

豊島 ○ 20.7.1 窓口・web申
請後郵送

文化商工部
文化観光課

2,674

北 × 危機管理室
防災・危機
管理課

1,660

荒川 × 店舗訪問、
感染予防費
用の補助金
申請

産業経済部
産業振興課

1,002

板橋 × 産業経済部
産業振興課

2,114

練馬 × 危機管理室
危機管理課

2,110

足立 ○ 20.8.3 ダウンロード
可（確認無）

産業経済部
産業振興課

2,432

葛飾 ○ 20.8 申請後要件確
認後郵送

産業観光部
商工振興課

1,948

江戸川 × 食中毒予防
啓発の際に
コロナ対策
についても
啓発

保健所生活
衛生課

2,078

＊　飲食団体が団体としてのコロナ感染予防対策の内容を設定しそれを守ることを条件とした区
との協定を締結することがステッカー配布の条件となっている。

＊＊　目黒区、大田区もステッカーを作成しているが、飲食店のコロナ対策を促進する目的という
よりは、来店者のコロナ対策への注意喚起を行うためのものであったため、本稿での飲食店の
コロナ対策を促すステッカーとは捉えず、△と表記した。
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5　

考　

察

5
―
1
　
東
京
都
と
特
別
区
の
取
り
組
み
の
比
較

　

特
別
区
の
取
り
組
み
と
東
京
都
の
取
り
組
み
と
を
比
較
す
る

と
、
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
の
場
合
、
二
〇
二
一

年
の
第
三
者
認
証
（
徹
底
点
検T

O
K

Y
O

）
の
際
に
は
、
店
舗

訪
問
を
行
っ
た
が
、
二
〇
二
〇
年
六
月
一
二
日
か
ら
実
施
し
た

い
わ
ゆ
る
虹
の
ス
テ
ッ
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
「
感
染
防
止
徹
底
宣

言
ス
テ
ッ
カ
ー
」
に
つ
い
て
は
飲
食
店
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
由

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
東
京
都
は
基
準
を
守
っ
て
い
る
か
確

認
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
特
別
区
の
な
か
で
も
、

千
代
田
区
、
中
央
区
、
新
宿
区
で
は
区
の
現
地
調
査
や
講
習
会

等
の
受
講
後
、
墨
田
区
、
豊
島
区
、
葛
飾
区
で
は
飲
食
店
が
宣

言
書
等
に
署
名
し
申
請
後
、
区
が
確
認
を
し
た
上
で
、
独
自
ス

テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
た
。
東
京
都
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
店
の

コ
ロ
ナ
対
策
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い
な
い
た
め
、
区
で

は
確
認
を
す
る
と
述
べ
た
区
も
あ
り
、
都
の
取
り
組
み
を
補
う

と
い
う
役
割
も
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
取
得
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
の
場
合
、
徹
底
点
検T

O
K

Y
O

（
第
三
者
認
証
）
を
受

け
て
い
る
と
、
特
措
法
に
基
づ
い
た
時
短
要
請
の
な
か
で
も
、

営
業
時
間
の
延
長
や
酒
の
提
供
が
可
能
と
な
る
と
い
う
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
て
い
る
。
第
三
者
認
証
を
得
る
に
は
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
得
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
必
要
が
あ

る
。
特
別
区
の
場
合
、
千
代
田
区
や
中
央
区
で
は
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
得
た
飲
食
店
に
はPayPay

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
参
加
な

ど
集
客
の
た
め
の
手
段
や
支
援
金
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と

い
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
、
台
東
区
、
墨
田
区
の
よ
う
に
感

染
防
止
の
取
り
組
み
へ
の
補
助
金
を
得
ら
れ
る
と
い
っ
た
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
て
い
る）11
（

。

　

東
京
都
が
実
施
し
て
お
ら
ず
、
特
別
区
が
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
飲
食
店
と
の
会
合
や
講
習
会
で
あ
る
。
新
宿
区
で
は
勉

強
会
や
連
絡
会
、
さ
ら
に
講
習
会
を
開
催
し
て
い
た
。
ま
た
中

央
区
で
も
飲
食
店
団
体
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
取
り
組
む

こ
と
が
可
能
な
感
染
防
止
策
を
団
体
ご
と
に
策
定
さ
せ
た
。

5
―
2�

　
独
自
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
取
り
組
ん

だ
区
の
特
徴

　

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
新
宿
区
、
中
央
区
、
千
代
田
区
、

墨
田
区
、
台
東
区
は
、
飲
食
店
数
が
多
い
区
や
、
観
光
地
と
し

て
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
た
区
で
あ
る
。
新
宿
区

に
は
都
知
事
に
夜
の
街
と
指
摘
さ
れ
た
大
き
な
繁
華
街
が
あ
る
。

事
例
研
究
を
通
じ
て
、
区
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
区
ほ
ど
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独
自
の
取
り
組
み
を
行
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
た
だ
し
、
飲
食
店
数
が
多
け
れ
ば
、
必
ず
、
様
々
な
工
夫

を
講
じ
て
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
行
う
と
は
限
ら
な
い
。

港
区
は
独
自
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
作
成
し
て
い
る
が
、
店
舗
が
自

由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
形
で
あ
り
、
渋
谷
区
は
独
自
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
て
い
な
い
。

　

飲
食
店
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
促
進
す
る
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
た
区
で
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
規
制
対
象
と
な
る
飲

食
店
と
区
と
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
経
路
が
確
立
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
経
路
か
ら
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
策
の
た
め
の
勉
強
会
や
講
習
会
、
意
見
交
換
会
と

い
っ
た
情
報
提
供
や
情
報
共
有
の
場
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
ま

た
、
補
助
金
等
の
支
援
を
得
る
こ
と
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
、

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を
進
め
る
と
い
う
方
法
も
見
ら
れ
た
。

組
織
に
つ
い
て
は
、
共
通
点
は
な
く
、
総
合
政
策
関
連
、
産
業

振
興
関
連
、
生
活
衛
生
関
連
と
様
々
で
あ
る
が
、
飲
食
店
と
最

も
接
点
の
あ
る
保
健
所
に
限
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
部
局
が
コ
ロ

ナ
対
策
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

事
例
研
究
を
通
じ
て
、
同
じ
特
措
法
に
お
け
る
特
別
区
と
い

う
法
的
位
置
づ
け
で
あ
っ
て
も
、
区
の
捉
え
方
次
第
で
、
政
策

対
象
と
の
向
き
合
い
方
、
政
策
実
施
の
実
効
性
を
持
た
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

新
宿
区
や
中
央
区
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
飲
食

店
、
い
い
か
え
る
と
、
政
策
対
象
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
図
る
際
の
ル
ー
ト
と
な
り
、
政
策
実
施
の

し
や
す
さ
、
実
施
内
容
の
充
実
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

事
例
研
究
の
結
果
、
課
題
と
し
て
見
え
た
こ
と
は
、
政
策
が

自
治
体
の
部
局
を
ま
た
が
る
場
合
の
連
携
に
つ
い
て
で
あ
る
。

保
健
所
は
、
飲
食
店
が
届
出
を
行
う
た
め
、
飲
食
店
の
名
簿
と

い
う
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
産
業
振
興
関
係
の
部

局
は
持
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
各
店
舗
へ
の
接
点
を
持
ち

に
く
い
。
他
方
で
、
保
健
所
は
、
飲
食
店
の
営
業
を
支
え
る
た

め
の
補
助
金
の
よ
う
な
対
策
は
取
り
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
保

健
所
と
産
業
振
興
関
係
の
部
署
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。
連
携

に
は
、
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
指
示
も
必
要
と
な
ろ
う）11
（

。

　

最
後
に
、
分
析
視
角
と
し
たH

ood

に
よ
る
四
つ
の
要
素
と

事
例
研
究
の
結
果
と
の
関
係
を
整
理
す
る
。
飲
食
店
の
感
染
拡

大
防
止
対
策
を
促
進
す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
区
で
は
、

「
情
報
」
に
つ
い
て
は
勉
強
会
等
を
行
い
政
策
対
象
と
の
政
策

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
。「
権
力
・
権
威
」
に
つ
い
て
は
独

自
の
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
と
区
の
確
認
に
よ
る
直
接
配
布
を
行
っ
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て
い
た
。「
資
金
」
に
つ
い
て
は
、
感
染
予
防
を
進
め
ス
テ
ッ

カ
ー
を
取
得
す
る
と
、
補
助
金
や
支
援
金
を
得
ら
れ
る
と
い
う
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。「
組
織
」
に
つ

い
て
は
、
千
代
田
区
を
除
け
ば
、
日
ご
ろ
飲
食
店
と
接
触
の
あ

る
保
健
所
で
は
な
く
、
産
業
振
興
や
総
合
政
策
の
視
点
か
ら
、

企
業
の
経
営
を
守
る
と
い
う
視
点
に
よ
っ
て
対
策
が
行
わ
れ
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
が
複
数
の
専
門
性
を
必
要
と
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

政
策
実
施
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
視
点
か
ら
考

え
る
と
、
国
や
都
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
政
策
に
対
し
、
都

が
や
る
こ
と
だ
か
ら
と
何
も
し
な
い
区
が
あ
る
一
方
で
、
国
や

都
の
方
策
か
ら
は
逸
脱
せ
ず
に
、
飲
食
店
の
地
域
性
や
特
徴
を

踏
ま
え
て
、
強
制
と
い
う
形
で
は
な
く
、
飲
食
店
と
の
話
し
合

い
を
通
じ
て
、
飲
食
店
の
理
解
と
協
力
を
得
る
形
で
、
よ
り
政

策
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
努
力
を
し
て
い
る
区
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
稿
の
調
査
は
、
東
京
都
特
別
区
の
み
を
対
象
と
し
た
た
め
、

本
稿
の
事
例
研
究
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
飲
食
店
の
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
の
手
法
が
、
全
国
の
自

治
体
に
当
て
は
ま
る
か
は
、
さ
ら
な
る
検
証
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
飲
食
店
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
に
熱
心
に

取
り
組
ん
だ
区
と
、
都
の
取
り
組
み
に
任
せ
独
自
に
は
取
り
組

み
を
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
区
と
の
、
結
果
の
相
違
、
つ
ま
り

飲
食
店
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
状
況
の
違
い
、
さ
ら
に
、
飲
食
店
で

の
コ
ロ
ナ
感
染
率
の
違
い
は
、
飲
食
業
の
店
舗
数
や
業
態
が
異

な
る
た
め
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
区
長

の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
へ
の
意
識
や
飲
食
店
を
守
る
と
い
う
意
識
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ロ
ナ
関
連
部
局
と
飲
食
店
と
の
日
ご
ろ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
次
第
で
は
、
法
的
に
義
務
が

な
い
場
合
で
も
、
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
熱
心
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
共
通
論
題
で
あ
る
大
学
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
学
生
に

対
し
て
、
本
稿
の
事
例
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
か
ら
示
唆
し

た
い
。
大
学
が
、
学
生
に
と
っ
て
は
不
利
益
と
感
じ
る
可
能
性

の
あ
る
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
な
ど
を
行
う
際
に
は
、
学
生
と

大
学
と
の
議
論
の
場
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
図
る
工
夫
、
部

活
・
サ
ー
ク
ル
の
取
り
組
み
へ
の
大
学
の
認
証
と
感
染
予
防
の

取
り
組
み
へ
の
補
助
と
い
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
を
行

う
こ
と
で
、
学
生
は
よ
り
理
解
と
協
力
を
す
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
経
路

も
、
様
々
な
場
面
で
学
生
か
ら
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
繫
が
り
、

危
機
管
理
と
し
て
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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（
1
）　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
東
京
都
総
務
部
総
合
防
災
部
、
同
産

業
労
働
局
総
務
部
の
職
員
の
方
、
東
京
特
別
区
の
コ
ロ
ナ
対
策
部
局

の
職
員
の
方
、
特
に
新
宿
区
総
合
政
策
部
企
画
政
策
課
、
千
代
田
区

保
健
所
生
活
衛
生
課
、
中
央
区
福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課
、
台
東
区

文
化
産
業
観
光
部
産
業
振
興
課
の
職
員
の
方
、
新
宿
区
歌
舞
伎
町
商

店
街
振
興
組
合
の
方
に
は
、
時
間
を
頂
き
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
コ
ロ

ナ
禍
の
為
電
話
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
含
む
）
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
2
）　

こ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
・
民
間
臨
時
調
査
会
に
よ
る

『
調
査
・
検
証
報
告
書
』
も
存
在
す
る
。

（
3
）　

例
え
ば
、
保
健
所
行
政
で
は
、
感
染
症
業
務
の
リ
ソ
ー
ス
の
減

少
と
コ
ロ
ナ
対
応
の
状
況
な
ど
に
関
す
る
報
告
、
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ

ル
の
行
政
職
員
と
し
て
の
保
健
所
職
員
行
動
様
式
や
保
健
所
の
組
織

資
源
が
政
策
実
施
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
報
告
、
ま
た
、
首
長

と
関
係
機
関
と
の
連
携
と
連
携
の
重
要
性
を
示
し
た
報
告
な
ど
が

あ
っ
た
。

（
4
）　

慶
應
法
学
会
で
の
報
告
後
の
、
二
〇
二
二
年
日
本
政
治
学
会
で

は
、
上
記
で
述
べ
た
報
告
の
傾
向
の
ほ
か
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
複
数

の
統
治
主
体
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
共
通
論
題
で
は
、
マ
ル
チ
レ
ベ
ル

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
コ
ロ
ナ
対
応
に
焦
点
を
当
て
、
領
域
性
と
グ
ロ
ー

バ
ル
な
保
健
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
報
告
や
、
病
床
と

保
健
所
管
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
他
の
分
科
会
で
も

国
際
機
関
と
国
家
と
の
協
調
・
対
立
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い

る
。

（
5
）　

伊
藤
（
二
〇
二
〇
）
一
〇
―
一
一
頁
参
照
。

（
6
）　

伊
藤
、
前
掲
書
、
一
一
―
一
二
頁
参
照
。

（
7
）　

秋
吉
、
伊
藤
、
北
山
（
二
〇
一
五
）
二
二
四
頁
。

（
8
）　

伊
藤
、
前
掲
書
、
一
二
頁
。

（
9
）　

情
報
は
社
会
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
あ
る
、
言
い
換
え

る
と
情
報
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
結
節
点
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
権

威
は
法
的
あ
る
い
は
公
的
な
権
力
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。
財
源

は
、
お
金
あ
る
い
は
代
用
で
き
る
財
産
の
ス
ト
ッ
ク
を
持
つ
こ
と
を

意
味
す
る
。
組
織
は
様
々
な
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の
ス
ト
ッ
ク
を
意

味
す
る
。H

ood （2007

） pp.2-8.

（
10
）　

伊
藤
（
二
〇
一
一
）
一
六
四
―
一
七
七
頁
。

（
11
）　

新
宿
区
に
つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
町
商
店
街
振
興
組
合
へ
も
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

（
12
）　

特
別
区
に
つ
い
て
は
、
市
と
み
な
す
と
さ
れ
て
い
る
。「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
七
十
三
条
こ
の
法
律
（
第

三
十
一
条
の
二
第
七
項
を
除
く
。）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
特
別
区

は
、
市
と
み
な
す
。」

（
13
）　

当
時
の
加
藤
勝
信
・
厚
生
労
働
大
臣
は
「
新
感
染
症
と
い
う
の

は
、
原
因
不
明
だ
と
い
う
こ
と
が
一
つ
前
提
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

た
だ
、
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
自
体
が

限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
今
回
は
、
新
感

染
症
で
は
な
く
て
こ
の
指
定
と
い
う
方
法
、
し
た
が
っ
て
、
指
定
感
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染
症
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
第
二
類
と
、
こ
う
い
う
位
置
付
け
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
第
二
〇
一
回
国
会
参
議
院

予
算
委
員
会
（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
）
会
議
録
第
三
号
一
一
頁
。

（
14
）　

詳
細
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
設
サ
イ
ト
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
が

詳
し
い
。https://w

w
w

3.nhk.or.jp/new
s/special/coronavirus/

data-all/ （
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
二
年
九
月
二
八
日
）

（
15
）　

四
五
条
三
項
の
指
示
が
改
正
に
よ
り
命
令
に
変
更
さ
れ
た
。

（
16
）　

東
京
都
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎
に
関
す
る
対
応

（
令
和
二
年
七
月
九
日
）」

（
17
）　

東
京
都
「
第
五
回
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
会
議
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
各
局
の
対
応
（
令

和
二
年
二
月
一
二
日
）」」

（
18
）　

東
京
都
「
第
二
〇
回
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
会
議
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
各
局
の
対
応

（
令
和
二
年
四
月
一
五
日
）」」

（
19
）　

東
京
都
「（
第
四
七
五
報
）
事
業
者
向
け
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
～
「
感
染
防
止
徹
底
宣

言
ス
テ
ッ
カ
ー
」
の
発
行
～
」」

（
20
）　

東
京
都
「
飲
食
店
等
に
お
け
る
「
コ
ロ
ナ
対
策
リ
ー
ダ
ー
」
事

業
に
つ
い
て
（
第
一
七
九
四
報
）」

（
21
）　

東
京
都
「「
徹
底
点
検　T

O
K

Y
O

サ
ポ
ー
ト
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

訪
問
点
検
希
望
の
受
付
開
始
に
つ
い
て
（
第
二
一
〇
九
報
）」
参
照
。

な
お
、
令
和
四
年
に
更
新
を
す
る
と
左
脇
に
Ｒ
4
大
き
く
書
か
れ
た

ス
テ
ッ
カ
ー
（
点
検
日
か
更
新
日
を
記
入
）
を
貼
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
22
）　

東
京
都
総
務
局
へ
の
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
。

（
23
）　

知
事
は
「
都
の
要
請
に
応
じ
て
休
業
し
て
く
だ
さ
る
事
業
者
の

方
へ
の
協
力
金
の
支
払
い
な
ど
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
協
力
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
緊
急
事
態
措
置
期
間
中
、
都
の
要
請
に
対
し
ま
し
て

全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
中
小
企
業
の
皆
様
方
に
協
力
金
を
支

給
す
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
述
べ
た
。「
知
事
記
者
会

見
」
二
〇
二
〇
年
四
月
一
〇
日
よ
り
。

（
24
）　

時
短
協
力
金
に
つ
い
て
は
給
付
が
遅
い
と
の
報
道
も
あ
っ
た
。

毎
日
新
聞
二
〇
二
一
年
四
月
一
一
日
付
（https://m

ainichi.jp/
articles/20210410/k00/00m

/020/099000c

）
な
ど
。
こ
れ
に

対
し
、
都
の
産
業
労
働
局
総
務
部
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
人
員
を
令

和
二
年
度
は
五
〇
名
～
一
〇
〇
名
か
ら
令
和
三
年
度
は
最
大
で
一
五

〇
名
ま
で
拡
充
し
、
都
の
応
援
体
制
各
局
か
ら
、
審
査
の
他
、
支
出

業
務
な
ど
を
担
う
応
援
職
員
を
、
最
大
で
七
三
〇
名
ま
で
増
員
、
全

庁
を
挙
げ
た
執
行
体
制
を
確
保
し
た
。
審
査
体
制
（
委
託
）
で
は
、

令
和
二
年
度
中
は
最
大
で
四
〇
〇
名
の
審
査
員
で
実
施
し
、
令
和
三

年
度
中
は
最
大
で
二
三
〇
〇
名
ま
で
拡
充
す
る
と
い
っ
た
対
応
を

行
っ
た
と
す
る
。
ま
た
遅
れ
た
要
因
は
書
類
の
不
備
が
影
響
し
て
い

る
と
説
明
し
て
い
る
。
産
業
労
働
局
総
務
部
担
当
者
へ
の
筆
者
に
よ

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
。
申
請
不
備
に
つ
い
て
は
、
日
本
経
済
新
聞
、

二
〇
二
一
年
三
月
十
一
日
付
も
参
照
。

（
25
）　

飲
食
店
数
は
、
総
務
省
の
デ
ー
タ
数
よ
り
、
各
区
の
保
健
所
に
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届
け
出
が
あ
る
実
際
の
飲
食
店
数
の
方
が
多
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も

比
較
を
行
う
た
め
の
参
考
と
し
て
使
用
し
た
。

（
26
）　

豊
島
区
は
、
制
度
の
説
明
の
た
め
に
飲
食
店
を
め
ぐ
っ
て
い
る

が
、
取
り
組
み
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

（
27
）　

台
東
区
は
、
後
述
す
る
が
、
飲
食
店
へ
の
講
習
会
を
行
っ
て
い

る
。
新
宿
区
や
中
央
区
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
飲
食
店
と
区
と
の
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
側
面
は
な
か
っ
た
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
区
と
い
う
対
象
か
ら
は
外
し
た
。

（
28
）　

中
央
区
は
、
資
金
を
通
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
て
い
る

区
で
も
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
区
で
も
あ
る

の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
ほ
う
で
取
り
上
げ
る
。

（
29
）　

取
り
組
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
宿
区
総
合
政
策
部
企
画
政

策
課
職
員
へ
の
筆
者
に
よ
る
対
面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
。

（
30
）　

取
り
組
み
の
詳
細
は
、
中
央
区
福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課
へ
の

筆
者
の
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
。
以
下
の
中
央
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
参
照
。https://w

w
w

.city.chuo.lg.jp/sm
ph/kusei/

kohokotyo/press/puresureiw
a2/press200909.htm

l 

（
最
終

ア
ク
セ
ス
日　

二
〇
二
二
年
九
月
二
八
日
）

（
31
）　

中
央
区
福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
同
区

財
務
課
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
中
央
区
「
令
和
二
年
度　

一
般

会
計
補
正
予
算
（
一
一
月
補
正
）」、
令
和
二
年
度　
中
央
区
一
般
会

計
一
一
月
補
正
予
算
計
上
額
総
括
表
」、「
令
和
三
年
度
コ
ロ
ナ
を
乗

り
越
え
、
輝
く
未
来
を
切
り
開
く
（
中
央
区
予
算
の
概
要
）」「
区
の

お
し
ら
せ　

ち
ゅ
う
お
う
（
令
和
三
年
一
〇
月
二
一
日
号
）「
令
和

四
年
度　
中
央
区
予
算
（
案
）
の
概
要
」
も
参
照
。

（
32
）　

取
り
組
み
の
詳
細
は
、
千
代
田
区
保
健
所
生
活
衛
生
課
へ
の
筆

者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
。

（
33
）　

千
代
田
区
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
を
講

じ
て
い
る
飲
食
店
等
へ
の
認
証
制
度
実
施
要
綱
」

（
34
）　

二
〇
二
一
年
一
二
月
に
は
旭
化
成
㈱
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、

旭
化
成
㈱
製
Ｃ
Ｏ
2
セ
ン
サ
ー
を
配
布
し
て
い
る
。

（
35
）　

墨
田
区
へ
産
業
観
光
部
産
業
観
光
課
の
筆
者
の
電
話
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
ほ
か
、「
す
み
だ
区
報　

二
〇
二
一
年
八
月
一
日
号
」
も

参
照
。

（
36
）　

台
東
区
産
業
振
興
課
へ
の
筆
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
。

（
37
）　

台
東
区
「
新
し
い
日
常
取
組
推
進
員
活
動
支
援
事
業
」
よ
り
。

（
38
）　

東
京
都
が
支
給
す
る
時
短
協
力
金
は
、
休
業
や
時
短
要
請
と
い

う
飲
食
店
の
経
営
面
で
の
マ
イ
ナ
ス
を
補
償
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
た
め
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

（
39
）　

事
例
と
し
た
区
の
な
か
で
は
、
新
宿
区
、
千
代
田
区
、
中
央
区

で
は
、
区
長
の
方
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
、
区
長
が
飲
食
店
関
係
者
と

連
絡
を
取
っ
た
、
会
っ
た
と
い
っ
た
区
長
の
説
教
的
な
行
動
が
見
ら

れ
た
。

参
考
文
献

秋
吉
貴
雄
・
伊
藤
修
一
郎
・
北
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俊
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、
二
〇
一
五
『
公
共
政
策
学
の
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〇
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、
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参
考
資
料

墨
田
区
「
す
み
だ
区
報　

二
〇
二
一
年
八
月
一
日
号
」

h
ttp

s://w
w

w
.city

.su
m

id
a.lg

.jp
/k

u
h

ou
/sp

/
category/20210801/job/article_02.htm

l 

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日

二
〇
二
二
年
九
月
二
八
日
）

中
央
区
福
祉
保
健
部
管
理
課
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」

https://w
w

w
.city.chuo.lg.jp/sm

ph/kusei/kohokotyo/press/
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puresureiw
a2/press200909.htm

l 

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
二

二
年
九
月
二
八
日
）

中
央
区
「
令
和
二
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
一
一
月
補
正
）」

https://w
w

w
.city.chuo.lg.jp/sm

ph/kusei/zaisei/yosan/
r2/0211zaisei_hosei.htm

l

中
央
区
「
令
和
二
年
度　
中
央
区
一
般
会
計
一
一
月
補
正
予
算
計
上
額

総
括
表
」

https://w
w

w
.city.chuo.lg.jp/kusei/kohokotyo/press/

puresureiw
a2/press201104.files/R2.11hoseisoukatuhyo.pdf

中
央
区
「
令
和
三
年
度
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
輝
く
未
来
を
切
り
開
く

（
中
央
区
予
算
の
概
要
）」

https://w
w

w
.city.chuo.lg.jp/kusei/kohokotyo/press/

puresureiw
a2/press210208-2.files/1R3yosanangaiyo.pdf

中
央
区
「
区
の
お
し
ら
せ　

ち
ゅ
う
お
う
」
令
和
三
年
一
〇
月
二
一
日

号

https://w
w

w
.city.chuo.lg.jp/kusei/kohokotyo/koho/

r03/031021/03_01/index.htm
l

中
央
区
「
令
和
四
年
度　
中
央
区
予
算
（
案
）
の
概
要
」

https://w
w

w
.city.chuo.lg.jp/kusei/kohokotyo/press/

puresureiw
a3/press220207.files/5yosanangaiyosiryo.pdf 

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
二
二
年
九
月
二
八
日
）

千
代
田
区
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
を
講
じ
て
い

る
飲
食
店
等
へ
の
認
証
制
度
実
施
要
綱
」

https://w
w

w
.city.chiyoda.lg.jp/docum

ents/26654/
jisshiyoko.pdf （
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
二
二
年
九
月
二
八
日
）

東
京
都
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎
に
関

す
る
対
応
（
令
和
二
年
七
月
九
日
）」

https://w
w

w
.bousai.m

etro.tokyo.lg.jp/_res/projects/
default_project/_page_/001/009/675/2020070902.pdf 

（
最

終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
二
二
年
九
月
二
五
日
）

東
京
都
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
第
五
回
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
会
議
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
各
局

の
対
応
（
令
和
二
年
二
月
一
二
日
）」」

https://w
w

w
.bousai.m

etro.tokyo.lg.jp/_res/projects/
default_project/_page_/001/007/320/5/20200212_03.pdf 

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
二
二
年
九
月
二
五
日
）

東
京
都
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
第
二
〇
回
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
各

局
の
対
応
（
令
和
二
年
四
月
一
五
日
）」」

https://w
w

w
.bousai.m

etro.tokyo.lg.jp/_res/projects/
default_project/_page_/001/007/698/2020041507.pdf 

（
最

終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
二
二
年
九
月
二
五
日
）

東
京
都
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「（
第
四
七
五
報
）
事
業
者
向
け
感
染
拡

大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
～
「
感
染

防
止
徹
底
宣
言
ス
テ
ッ
カ
ー
」
の
発
行
～
」

https://w
w

w
.bousai.m

etro.tokyo.lg.jp/taisaku/saig
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l 

（
最
終
ア
ク
セ
ス

日
二
〇
二
二
年
九
月
二
五
日
）

東
京
都
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
飲
食
店
等
に
お
け
る
「
コ
ロ
ナ
対
策

リ
ー
ダ
ー
」
事
業
に
つ
い
て
（
第
一
七
九
四
報
）」

https://w
w

w
.bousai.m

etro.tokyo.lg.jp/taisaku/saig
ai/1010035/1015695/1016550/1016594.htm

l 

（
最
終
ア
ク
セ
ス

日
二
〇
二
二
年
九
月
二
五
日
）

東
京
都
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「「
徹
底
点
検　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
訪
問
点
検
希
望
の
受
付
開
始
に
つ
い
て
（
第
二
一
〇

九
報
）」

https://w
w

w
.bousai.m

etro.tokyo.lg.jp/taisaku/saig
ai/1010035/1021316/1013851/1013909.htm

l 

（
最
終
ア
ク
セ
ス

日
二
〇
二
二
年
九
月
二
五
日
）

東
京
都
「
知
事
記
者
会
見
」
二
〇
二
〇
年
四
月
一
〇
日
。

https://w
w

w
.m

etro.tokyo.lg.jp/tosei/governor/governor/
kishakaiken/2020/04/10.htm

l 

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
二
二
年

九
月
二
八
日
）


